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《学会および研究会報告》
※日本地埋学会
(70年4月26日,於岸記念体育館)
「中国における トウモロコシの伝播」
千葉 徳爾
※人類科学九学会大会
(70年6月7日,於慶応義塾大学)
「都市における葬制習俗」
千葉 徳爾
※ 日本地理学会人文地理学会連合大会
(70年10月10日,於奈良女子大学)
「八重山諸島石垣島のマライア蚊の分布」
千葉 徳爾
※ 日本民俗学会
(70年11月8日,於鹿児島市 自治会館)
「ふたたび奥羽地方のマタギ文書について」
千葉 徳爾
※美夫君志会
(70年11月23日,於三ケ日町 「浅間山」山頂)
「万葉集東歌第14巻「手那の峯」の地理的所
在についての考察」
夏目 隆文
《現 地 調 査》
園 古文書,古 美術調査
久曽神所員は10年1月,東観音寺において,
参加者50人とともに石田三成文書を調査した。
また賀茂神社等で美術品の確認を行な った。
〔B)沖縄狩猟伝承調査
70年2月27日り3月20日にかけて千葉所員
は沖縄狩猟伝承調査のため沖縄諸島を踏査し
た。
(◎韓国茶史の准測調査
70年4月1日～10日にかけて松下所員は茶
器類からみた韓国の茶史の調査を行なった。
調査により日本と朝鮮における茶を通 じての
文化交流の手がかりを把撮することができた。
lD}都市化における森林の役割とその治山方
法
千葉所員は都市化における杏林の役割とそ
の治山方法調査のため学生1,2名とともに,
4月～5月 にかけて奈良県生駒山地,6月 ～
10月にかけて愛知県犬山市,瀬 戸市,額 田町
豊橋市をそれぞれ調査 した。
lE}工業地帯近郊農村の実態とその変容調査
70年8月,牧野所員は,川 越,島 本両所員
と共同で三重県大安町において工業地帯近郊
農村の実態とその変容の調査を行ない基礎的
な資料の収集をすることができた。
lF}沿岸漁村の社会構造とその変容調査
70年9月,牧野所員は本学文学部坂井譲師
と社会科生約20名らとともに三重県南島町贅
浦で沿岸漁村のの社会構造とその変容につい
て調査を行な った。
`③三呵知立町における茶業の変遷調査
70年9月℃11月にかけて松下所員は碧海郡
知立町において調査を行ない,茶 業変遷に関
する諸要素を把撮 し,将来の茶業への指針を
見出すことができた。
1功農村社会福祉調査
70年9月より川越所員は後藤,牧 野,坂 井
所員らとともに三重県員弁郡大安町で農村社
会福祉について調査を行なった。 これは71年
3月終了する予定である。
II)狩猟伝承研究調査
千葉所員は狩猟伝承研究のため70年4月～
11月にかけて岩手県,秋 田県,鹿 児島県.宮
崎県,奈 良県吉野山地をそれぞれ調査 した。
《著 書 論 文》
(『」は著書,「 」は論文)
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O川越所員
「村落一その構造 と系譜」(後藤所員と共著)
川島書店(70年4月)
o久曽神所員
『原本三河物語,中 田祝夫著」(三 河物語の
書誌を担当)笠間書店(70年9月)
「藤原定家筆小倉色紙」かな研究38号(70年
1月)
「原撰本本朝文粋 と本能寺切」文学論叢42輯
(70年3月)
「一品経和歌懐紙」かな研究39号(70年4月)
「佐藤原公任策十五番歌合」かな研究40号(70
年7月)
「宇治十帖における問題」文学論叢44輯(70
年9月)
「藤原定家集歌合切」かな研究41号(70年10
月)
O榊原所員
r菅沼家譜安部家譜』(共 著)新 城市教育委
員会(70年9月)
O田崎所員
「神田孝平の民選議院論をめぐって口」文学
論叢45輯(70年12月)
「幕末洋学についての一考察」 日本歴史271
号(70年12月)
O千葉所員
「地域 と伝承』大明堂(70年7月)
「豪雨時の山腹における地下水の流出」東北
地理22巻1号(70年3月)
「津軽民俗の地域性」津軽の民俗所収(70年
3月)
「津軽マタギの曳伏と系譜」津軽の民俗所収
(70年3月)
「沖縄八重山諸島のイノシシとその狩猟」文
学論叢44輯(70年9月)
「西山小猟師論」文学論叢42輯(70年3月)
「中国における トウモ ロコシの伝播とその地
理学的意義」地理学評論44巻11号(70年11月)
o夏目所員
「万葉集 「吾跡川』考一近江説は成立しない
一」同朋学報(69年12月)
「万葉集 「美衰利及佐刀』考一防人歌の理解
のために一」同朋国文第3号(70年11月)
o堀井所員
「語彙禁忌の研究」文学論叢41輯(70年1月)
「人称代名詞論」文学論叢42輯(70年3月)
「御の着脱について」文学論叢43輯(70年3
月)
「ことば,言 語,表 現」表現研究11号(70年
3月)
「史的言語学における構造主義と一般法則」
文学論叢44輯(70年9月)
「位相CIO彙」講座(正 しい日本語)明 治書院
(70年11月)
「言語学的文体論の方法」文学論叢45輯(70
年12月)
O牧野所員
『村落一その構造と系譜』(川 越,後 藤所員
編)
「漁村と村落共同体」担当 川島書店(70年
4月)
《昭和45年度研究所組織》
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